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本日お話しさせて頂くこと 

P.3 

（注）当資料における表中の値は、金額は億円未満を切り捨て、比率は小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。 

2020年3月期 業績概要 

2020年3月期 業績詳細 

参考資料 
P.13 

P.5 

2019.6 
SKYTRAX社「ワールド・エアライン・アワード」、
の2部門で受賞 

2019.10 
JALはSKYTRAX「5スター」を獲得 

2019.1 
2018年の定時到着率でアジアパシフィック地
域1位 

2019.10 
ディスクロージャー優良企業表彰 

2019.2 
JALグループ7社が「健康経営優良法人2019

ホワイト500」に認定 

ページの最終確認必要 

2019.11 
「2019年度(第37回)IT賞」にて、「IT最優
秀賞」を受賞 

公益社団法人企業情報化協会 
（通称：IT協会） 

 

IT最優秀賞 

2 

SKYTRAX社 
 

ワールド・ベスト・エコノミークラス賞 
ベスト・エコノミークラス・エアラインシート賞 

SKYTRAX社 
 

ワールド・エアライン・スター・レーティング 
5スター 

IT協会 
 

IT最優秀賞 FTEアクセシビリティ・リーダーシップ賞 

マテリアル
チーム 

2020.3 
「健康経営優良法人2020(大規模法人部
門）に認定 

2019 .9 
FTE アクセシビリティ・リーダーシップ賞」 
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営業利益        当期純利益 (1)      営業利益率 

営業収益 

2018年度 2019年度 前年比 

シンガポールケロシン 
(USD/bbl) 

83.9 76.3 ▲9.1% 

ドバイ原油 (USD/bbl) 69.0 63.1 ▲8.6% 

為替 (円/USD) 110.5 109.3 ▲1.1％ 

2020年3月期 業績概要 

2019年度（前年比） 

国際線 ▲1.1％ 

国内線 +0.2％ 

合計 ▲0.6％ 

R204 
G051 

（営業利益率） 

営業利益・当期純利益(1)・営業利益率・ROIC (2) 
（億円） 

7.1% 
(7.7%) 

燃油・為替市況実績 

2018年度 2019年度 

14,872  
14,112  

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

（億円） 
▲760億円 
(▲5.1％) 

2018年度 2019年度 

( )内は償却方法変更前の数値(3) 

3 

0 

ROIC (2) 

(1) 親会社株主に帰属する当期純利益 

(2) 営業利益(税引後)/期首・期末固定資産平均(オフバランス未経過リース料含む） 

(3) 変更前は航空機の機体に装着される客室設備やエンジン部品等も航空機と一体として償却、変更後は各々の耐用年数で償却 

運航諸元/ASK 

11.8% 

 第4四半期の新型コロナウイルス感染拡大の影響により、国際線・国内線共に需要が急速に減少 

 大幅な減便を実施しコスト削減に努めたが、営業利益は減益 

 法人税等調整額の影響もあり、当期純利益も減益 

9.5% 

(5.5%) 5.1% 
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新型コロナウイルス感染拡大の影響 
 世界各国への感染拡大により、各国での入国制限や検疫の強化ならびに日本国内での各種イベントの

中止・延期やテーマパークの休園等により、2月以降需要が急速に減少 

 2月までは東アジアを中心に、3月以降は日本国内含む全方面において総需要が急速に減少 

 その結果、第4四半期では見通し対比393億円の減益 

旅客数推移 

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

国際線旅客数  国内線旅客数 

減便による供給調整 
 

(3月ASKベース 前年比) 
 

国際線 約▲25% 
国内線 約▲20% 

 

3月旅客数 (前年比) 
 

国際線 約▲70% 
国内線 約▲55% 

(2019年度) 

（前年比） 

1,400 1,006 

2019年度見通し(1) 

 
2019年度実績 

収入 
▲747 

費用 

国際旅客 ▲367 

国内旅客 ▲293 

貨物・郵便 +6 

その他収入 ▲92 

（億円） 

営業利益増減の推移 

+354 

▲393億円 
(▲28.1%) 

198 

▲195 

見通し(1) 

収入 
▲747 

費用 
+354 

第4四半期の推移 

実績 

(1)2020年1月31日公表値より  
4 
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連結経営成績 
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R204 
G051 

(1) ( )内は償却方法変更前の数値 

(2) 親会社株主に帰属する当期純利益 

(3) EBITDAマージン=EBITDA/営業収益 EBITDA=営業利益+減価償却費 

(4) EBITDARマージン=EBITDAR/営業収益 EBITDAR=営業利益+減価償却費+航空機材賃借料 

(5) ユニットコスト=航空運送連結費用(燃油費を除く) /ASK  

(6) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出 

（単位：億円） 2018年度 2019年度 前年差 前年比 第4四半期(6) 前年差 前年同期比 

営業収益 14,872 14,112 ▲760 ▲5.1% 2,803 ▲758 ▲21.3％ 

  国際旅客収入 5,306 4,762 ▲544 ▲10.3% 840 ▲431 ▲33.9％ 

  国内旅客収入 5,280 5,146 ▲134 ▲2.6% 991 ▲242 ▲19.6％ 

  貨物郵便収入 1,000 916 ▲83 ▲8.4% 225 ▲2 ▲1.1％ 

  その他収入 3,284 3,287 ＋2 +0.1% 745 ▲82 ▲10.0％ 

営業費用(1) 13,111 
13,105 

(13,025) 
▲5 

(▲85) 
▲0.0% 

(▲0.7%) 
2,998 

(2,986) 
▲256 

(▲269) 
▲7.9％ 

(▲8.3％) 

  燃油費 2,512 2,434 ▲78 ▲3.1% 537 ▲57 ▲9.6％ 

  燃油費以外(1) 10,598 
10,671 

(10,591) 
+72 

(▲7) 
+0.7% 

(▲0.1%) 
2,461 

(2,448) 
▲199 

(▲211) 
▲7.5％ 

(▲8.0％) 

営業利益(1) 1,761 
1,006 

(1,086) 
▲755 

(▲674) 
▲42.9％ 

(▲38.3%) 
▲195 

(▲182) 
▲501 

(▲489) 
- 

営業利益率 (%) (1) 11.8％ 
7.1% 

(7.7%) 
▲4.7pt 

(▲4.1pt) 
- 

▲7.0％ 
(▲6.5％) 

▲15.6pt 
(▲15.1pt) 

- 

経常利益 1,653 1,025 ▲627 ▲38.0％ ▲192 ▲460 - 

当期純利益 (2) 1,508 534 ▲973 ▲64.6％ ▲229 ▲671 - 

ASK (百万席キロ) 91,042 90,524 ▲518 ▲0.6% 21,135 ▲1,511 ▲6.7％ 

RPK (百万人キロ) 70,855 67,349 ▲3,505 ▲4.9% 13,074 ▲4,264 ▲24.6％ 

EBITDAマージン (%) (3) 20.2% 16.9％ ▲3.3pt - 5.7％ ▲11.7pt - 

EBITDARマージン (%) (4) 21.5% 18.4％ ▲3.1pt - 7.7％ ▲11.1pt - 

ユニットコスト (円) (1)(5) 10.4 
10.６ 

(10.５) 
+0.2 

(+0.1) 
+1.8% 

(+0.9%) 
10.6 

(10.5) 
+0.１ 

(+0.０) 
+0.9% 

(+0.3%) 

利益の前年同期比は、マイ
ナスとプラスの比較なので「-」
にしました。 
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1,761 

営業利益増減の推移（収入／費用） 

（億円） 

燃油費 その他 
収入 

他の費用 整備費 貨物・郵便 

国内旅客 

国際旅客 

▲134 
▲20 

▲80 

▲544 

▲83 

▲10.3% 

＋3.1% 

機材費 

▲72 

人件費 

＋59 
+78 

2018年度 2019年度 

＋2 

FSC* ▲7 
為替 ▲12 
(合計) ▲20 

FSC* ▲62 
為替 ▲31 
(合計) ▲94 
 

*FSC=Fuel Surcharge 

+は利益増（収入増・費用減） 
▲は利益減（収入減・費用増）を意味する 

収入 ▲760億円(▲5.1％) 
 

費用 +85億円(+0.7％) 

2019年度 

FSC*合計 ▲70 
為替合計 ▲47 
(総合計) ▲117 

サービス費 +9 

旅行原価 +78 

運航施設利用料 +15 

航空販売手数料 +19 

上記以外 ▲81 

合計 +41 

償却方法 
変更影響 

＋41 

FSC* - 
為替 ▲2 
(合計) ▲2 

その他収入内訳 
・ﾏｲﾙ収入 
・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ収入等 

＋0.1% 

▲2.6% 

▲8.4% 

▲2.9% 

▲6.5% +2.0% 

+0.7% 

2019年度 

(償却方法変更前) 

機材費内訳 
・航空機材償却費 
・航空機材賃借料 
・航空保険料等 

6 

1,086 
1,006 

2月・3月 

国際旅客 ▲415 

国内旅客 ▲255 

貨物・郵便 +4 

その他収入 ▲79 

合計 ▲745 

ASK前年同期比： ▲0.6% 
RPK前年同期比： ▲4.9％ 

▲755億円 
(▲42.9%) 

▲674億円 
(▲38.3%) 
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▲15 
+163 

▲150 

▲642 

▲70 

市況影響 ▲72億円 
2018年度 2019年度 

国際旅客 ▲62 

国際貨物 ▲7 
合計 ▲70 

国際旅客 ▲449 

国内旅客 ▲134 

貨物郵便 ▲63 

その他 +5 

合計 ▲642 
為替 +25 
燃油市況 +138 

合計 +163 

*FSC=Fuel Surcharge 

（億円） 

+40 

燃油搭載量 +64 

整備費 ▲30 

サービス費 +5 

機材費 ▲73 

人件費 +55 

上記以外 +19 

合計 +40 

(市況要素を除く影響額) 

償却方法 
変更影響 

収入 ▲47 

燃油以外
費用 

+31 

合計 ▲15 

▲80 

営業利益増減の推移（市況／その他） 

2019年度 

(償却方法変更前) 
その他▲602億円 

2019年度 

7 

+は利益増（収入増・費用減） 
▲は利益減（収入減・費用増）を意味する 

燃油以外 
為替 

燃油 
（ヘッジ除き） FSC* ヘッジ 

損益 

減収 

他の費用 

1,689 

▲755億円 
(▲42.9%) 

1,761 

1,006 
1,086 

▲674億円 
(▲38.3%) 

うち為替影響 +10億円 
    収入 ▲47億円 
    費用 +57億円 
     燃油費 +25億円 
     燃油費以外  +31億円 
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2018年度 2019年度 前年比 第4四半期 
前年 
同期比 

5,306 4,762 ▲10.3% 840 ▲33.9% 

9,128 8,277 ▲9.3% 1,508 ▲33.1% 

54,925 54,324  ▲1.1% 12,542 ▲8.5% 

44,659 41,905 ▲6.2% 8,075 ▲26.3% 

81.3% 77.1% ▲4.2pt 64.4％ ▲15.5pt 

58,136 57,530 ▲1.0% 55,727 ▲1.2% 

11.9 11.4 ▲4.4% 10.4 ▲10.3% 

9.7 8.8 ▲9.3% 6.7 ▲27.7% 

(1) 単価=旅客収入/有償旅客数 
(2) イールド=旅客収入/RPK 
(3) ユニットレベニュー=旅客収入/ASK 
(4) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出 

国際旅客事業 

国際・国内旅客事業 

(4) 

国内旅客事業 

2018年度 2019年度 前年比 第4四半期 
前年 
同期比 

5,280 5,146 ▲2.6% 991 ▲19.6% 

34,859 33,783 ▲3.1% 6,659 ▲20.9% 

36,116 36,199 +0.2% 8,592 ▲3.8% 

26,195 25,443 ▲2.9% 4,999 ▲21.6% 

72.5% 70.3% ▲2.2pt 58.2％ ▲13.2pt 

15,149 15,233 +0.6% 14,892 +1.6% 

20.2 20.2 +0.3% 19.8 +2.6% 

14.6 14.2 ▲2.8% 11.5 ▲16.4% 

(4) 

旅客収入 
（億円） 

有償旅客数 
（千人） 

ASK 
（百万席キロ） 

RPK 
（百万人キロ） 

有償座席利用率 
（%） 

単価  
（円） (1) 

イールド  
（円）(2) 

ユニットレベニュー  

（円）(3) 

8 
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（単位：億円） 2018年度 2019年度   前年差 前年比 第4四半期          前年差 前年同期比 

燃油費 2,512 2,434 ▲78 ▲3.1% 537 ▲57 ▲9.6％ 

運航施設利用費 863 848 ▲15 ▲1.8% 195 ▲18 ▲8.8％ 

整備費 729 750 +20 +2.9% 153 ▲25 ▲14.0％ 

航空販売手数料 189 170 ▲19 ▲10.3% 30 ▲17 ▲35.9％ 

機材費 (1)(2) 1,122 1,275 
(1,194) 

+153 
(+72) 

+13.6% 
(+6.5％) 

327 
(315) 

+44 
(+31) 

+15.6％ 
(+11.2％) 

サービス費 (3) 453 444 ▲9 ▲2.0% 90 ▲19 ▲17.8％ 

人件費 3,021 2,962 ▲59 ▲2.0% 659 ▲101 ▲13.4％ 

旅行原価 866 787 ▲78 ▲9.1% 136 ▲66 ▲32.8％ 

その他 3,351 3,433 +81 +2.4% 866 +5 ＋0.7％ 

営業費用計(2) 13,111 13,105 
(13,025) 

▲5 
(▲85) 

▲0.0% 
(▲0.7%) 

2,998 
(2,986) 

▲256 
(▲269) 

▲7.9％ 
(▲8.3％) 

ASK前年比：▲0.6%  

(1) 機材費＝航空機に関わる償却費+賃借料+保険料など 

(2) ( )内は償却方法変更前の数値 

(3) サービス費＝機内・ラウンジ・貨物などのサービスに関わる費用 

(4) 第4四半期(1-3月)の実績は2019年度実績(4-3月)から 第3四半期累計実績(4-12月)を差し引いて算出 

 営業費用内訳 

主要営業費用項目 

(4) 

9 
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（単位：億円）    2018年度期末 2019年度期末 前年度期末差 

総資産  20,303 18,593 ▲1,709 

現金及び預金(1) (2) 5,220 3,291 ▲1,929 

有利子負債 1,423 1,917 +494 

オフバランス未経過リース料 811 815 +3 

自己資本 11,651 10,948 ▲703 

自己資本比率 (%) 57.4% 58.9% ＋1.5pt 

D/Eレシオ (倍)  (3) 0.1x 0.2x ＋0.1x 

ROIC（%）(4) (5) 9.5% 5.1% (5.5％) ▲4.4pt (▲4.0pt) 

ROE（%）(6) 13.6% 4.7% ▲8.8pt 

ROA（%）(5) (7) 9.1% 5.2% (5.6％) ▲3.9pt(▲3.5pt) 

（単位：億円） 2018年度 2019年度 前年差 

営業キャッシュフロー(8) 2,967 600 ▲2,366 

    減価償却費 1,241 1,380 +139 

投資キャッシュフロー  ▲1,863 ▲2,215 ▲351 

    投資・出資額 ▲2,262 ▲2,452 ▲189 

フリーキャッシュフロー(9) 1,103 ▲1,615 ▲2,718 

財務キャッシュフロー ▲370 ▲301 ＋69 

キャッシュフロー合計(10) 732 ▲1,916 ▲2,649 

EBITDA  3,002 2,386 ▲615 

EBITDAR 3,201 2,602 ▲599 

財務状況・キャッシュフロー状況 

10 

 連結貸借対照表 

 連結キャッシュフロー計算書 

（1）譲渡性預金等を含む 
（2）2019年度期末には、企業年金基金への827億円 
     の拠出を含む 
（3）オンバランス有利子負債/自己資本 
（4）営業利益(税引後)/期首・期末固定資産平均      

    (オフバランス未経過リース料含む） 

（5）(  )内は償却方法変更前の数値 

（6）親会社株主に帰属する当期純利益/ 

      期首・期末自己資本平均   

（7）営業利益/期首・期末総資産平均  

（９）営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 
（10）営業キャッシュフロー+投資キャッシュフロー+ 
      財務キャッシュフロー 

（8）2019年度には、企業年金への827億円の拠出、 
      キャンセル増加による前受金減少を含む 
 
    

【修正】 
①細かいですが「2019年
度」に修正（２）（８） 
 
【確認】 
②2019年度には譲渡性預
金は含まれていないけれども 
、このままで良い？（１） 
 
③Q3のときの形式をやめた
のは理由がありますか？ 

【4/27MTG後修正】 
←前受金788億を削除 

【経理修正中】 
←ここの数字変わります 
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2020年度 足許の概況 

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

3月 4月 5月 

国際線旅客数  国際線供給 

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

3月 4月 5月 

国内線旅客数  国内線供給 

国際旅客 (1) 国内旅客 (1) 

10%

20%

30%

40%

50%

3月 4月 5月 

国際線L/F 

10%

20%

30%

40%

50%

3月 4月 5月 

国内線L/F 

貨物・郵便 

 

 旅客機を利用した貨物専用便を積極的に運航、 

   客室内にも搭載し、効率的な輸送を図る 

 緊急性の高い医薬品・食料品などの物流を通じ、ネットワークを

支え続ける 

 需給ひっ迫により単価は向上 
 

(前年比) (前年比) 

3月 4月 5月 

米大陸線 0 58 261 

欧州線 18 87 133 

アジア・オセアニア線 17 188 168 

中国線 73 249 284 

国際線計 108 582 846 

国内線 0 156 230 

国際線・国内線合計 108 738 1076 

旅客機を利用した貨物専用便運航数 (片道) (2) 

(2) 2020年4月27日時点の実績・見通し、5月はさらなる増便に向けて調整中 

(1) 2020年4月27日時点の実績・見通し 

 急減する需要に応じ機動的に供給を削減、直近では国際線約95％・国内線約70％の減便 

 貨物郵便輸送需給がひっ迫する中、旅客機を利用した貨物郵便輸送を積極的に実施 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響を見極めることが不可能なため、2020年度通期連結業績予想は未定 

(座席数) (座席数) 
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 新型コロナウイルス感染拡大への緊急対応策 

コスト削減 

イメージ図 

 機動的な供給量削減による変動費削減と固定費を含む抜本的なコスト削減、投資の抑制および

十分な手元流動性の確保に全力を尽くす 

投資抑制 

当初想定 約2,000億円 

現時点想定 約1,500億円 

削減規模イメージ

航空機

地上投資その他
500億円

削減規模イメージ

航空機 300億円

地上投資その他 200億円

航空機・地上投資合計で 

約500億円削減 

費用削減

規模イメージ

燃油費

運航施設利用費

整備費

航空販売手数料

サービス費

旅行原価

うち、約1/3
（空港等業務委託費、乗務員旅費等）

うち、約2/3
（広報宣伝費、社外委託費等）

機材費

人件費

その他

諸元・収入

連動費用

固定費

減収額の

40%

600億円

費用削減

規模イメージ

諸元・収入

連動費用

減収額の

40%

固定費 600億円

燃油費

整備費

運航施設利用費　等

人件費

広報宣伝費

機材費　等

 減便・運休・使用する航空機の小型化などの機動的な供給量削減を行い、運航関連費用の

削減を図ると同時に、固定費を含む抜本的なコスト削減策と投資抑制を遅滞なく実施 

 4月30日に日本型オペレーティングリース（JOLCO）組成により465億円の資金を調達 

 さらに追加の資金調達についても実施予定 

 影響が長期化する場合に備え、十分な手元流動性の確保に万全を期す 

資金調達 

 2020年2月以降4月末までに1,043億円の資金調達を実施 

 さらに追加の資金調達についても実施予定 

2020年度 設備投資額 

航空機      300億円 
地上投資その他  200億円 

費用削減

規模イメージ

収入・供給

連動費用

減収額の

40%

固定費 600億円

・人件費

・広報宣伝費

・外部委託費

・IT経費　等

減便・運休・機材小型化等の

機動的な供給量削減による供

給連動費用および収入連動費

用の削減

・燃油費

・整備費

・運航施設利用費　等 航空機 300億円

地上投資その他 200億円

削減規模イメージ

 需要の急減に合わせて大規模な供給削減を実施し、大幅な運航コスト削減に努める 

 業務を全面的に見直し、踏み込んだ固定費の削減を実施 

 設備投資を最小限に留め、キャッシュフローを緊急改善 

 公的支援の要請 

 手元流動性の確保に努め、20年2月～4月までの3か月間にて約1,000憶円を調達 

2020年度 
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《参考》株主還元 

株主還元実績 

2018年度 
（実績） 

2019年度 
（実績） 

1株当たり配当金額 110円 55円 

中間配当 55円 55円 

期末配当 55円 -円 

自己株式取得額 (1) 200億円 200億円 

配当性向 (2) 32.3% 35.3%  

総還元性向 (3) 49.2% 72.8% 

株主資本総還元率 (4) 5.2% 3.4% 

(1) 自己株式取得額は、当該年度の決算確定までに決議したものを含む 

(2) 配当性向＝配当金総額 / 配当の基準となる利益 

(3) 総還元性向＝（配当金総額＋自己株式取得額）/ 配当の基準となる利益 

(4) 株主資本総還元率＝（配当金総額＋自己株式取得額）/ 期首・期末自己資本平均 

(5) 親会社株主に帰属する当期純利益  

(6) 配当の基準となる利益＝親会社株主に帰属する当期純利益＋法人税等調整額 

 （2019年度以降は法人税等調整額の影響額を控除しない) 

総還元推移（2012～2019年度） 

当期純利益 (5) 1,508億円 534億円 

法人税等調整額 ▲321億円 

配当の基準となる利益 (6) 1,186億円 534億円 

配当金総額 383億円 188億円 

13 

1,716  1,662  
1,490  

1,744  
1,641  

1,354  
1,508  

534  

323  290  377  435  332  387  383  
188  

18.9% 20.0% 
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300 200 200 

（億円） 

200 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

配当金 
総額 

自己株式(1) 

取得額 
配当(2) 

性向 
総還元(3) 

性向 

1,716  1,662  
1,490  

1,744  
1,641  

1,354  

1,508  

1,140  

323  290  377  435  332  387  383  377  

18.9% 20.0% 

25.1% 25.0% 25.1% 29.4% 

32.3% 33.1% 

47.7% 
44.5% 

49.2% 50.6% 

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019

【修正】 
①今回発表の2019年度の
年度55円、期末無配のみ
太字に変更 
 
②2019年度の法人税等
調整額は「-円」ではなく「斜
め線」に変更（FY18Q4）
に合わせました。 



©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

旅客収入 

ASK 

RPK 

有償旅客数 

有償座席利用率 

《参考》国際線大路別実績 

(単位:%) 
2019年度 

前年比 
第4四半期 

前年比 

構成比 第4四半期 
構成比 2018年度 2019年度 

米大陸線 ▲0.2% ▲22.2% 26% 29% 30% 

欧州線 ▲9.7% ▲28.7% 16% 16% 15% 

アジア･オセアニア線 ▲12.3% ▲35.7% 33% 32% 34% 

中国線 ▲20.6% ▲63.7% 11% 10% 6% 

ハワイ･グアム線 ▲16.0% ▲31.4% 14% 13% 15% 

全路線・合計値 ▲10.3% ▲33.9% 100% 100% 100% 
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(単位:百万席キロ) 
2018 
年度 

2019 
年度 

前年比 
第4四半期 

当年 前年比 

米大陸線 15,581 16,613 +6.6% 3,930 +1.7% 

欧州線 7,790 8,021 +3.0% 1,860 +0.2% 

アジア･オセアニア線 19,322 19,012 ▲1.6% 4,399 ▲11.0% 

中国線 3,422 3,315 ▲3.1% 575 ▲32.7% 

ハワイ･グアム線 8,808 7,361 ▲16.4% 1,777 ▲18.9% 

全路線 54,925 54,324 ▲1.1% 12,542 ▲8.5% 

(単位:千人) 
2018 
年度 

2019 
年度 

前年比 
第4四半期 

当年 前年比 

米大陸線 1,332 1,376 +3.3% 273 ▲16.5% 

欧州線 734 709 ▲3.3% 132 ▲20.6% 

アジア･オセアニア線 4,270 3,908 ▲8.5% 736 ▲32.1％ 

中国線 1,554 1,278 ▲17.8% 153 ▲58.8% 

ハワイ･グアム線 1,236 1,004 ▲18.7% 212 ▲29.8% 

全路線 9,128 8,277 ▲9.3% 1,508 ▲33.1％ 

(単位:百万人キロ) 
2018 
年度 

2019 
年度 

前年比 
第4四半期 

当年 前年比 

米大陸線 12,714 12,967 +2.0％ 2,565 ▲17.6% 

欧州線 6,580 6,259 ▲4.9％ 1,160 ▲22.6% 

アジア･オセアニア線 15,661 14,576 ▲6.9％ 2,864 ▲28.0% 

中国線 2,870 2,392 ▲16.6% 289 ▲58.2% 

ハワイ･グアム線 6,831 5,709 ▲16.4% 1,194 ▲28.7% 

全路線 44,659 41,905 ▲6.2% 8,075 ▲26.3% 

(単位:%) 
2018 
年度 

2019年
度 

前年比 
第4四半期 

当年 前年比 

米大陸線 81.6% 78.1% ▲3.5pt 65.3％ ▲15.2pt 

欧州線 84.5% 78.0% ▲6.4pt 62.4％ ▲18.4pt 

アジア･オセアニア線 81.1% 76.7% ▲4.4pt 65.1% ▲15.3pt 

中国線 83.9% 72.2% ▲11.7pt 50.3% ▲30.8pt 

ハワイ･グアム線 77.6% 77.5% ▲0.0pt 67.2％ ▲9.2pt 

全路線 81.3% 77.1% ▲4.2pt 64.4% ▲15.5pt 
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前期末  2019/3/31 当期末  2020/3/31 

増減 
所有 リース 合計 所有 リース 合計 

大

型

機

 

Airbus A350-900 0 0 0 4 1 5 +5 

Boeing 777-200 12 0 12 11 0 11 ▲1 

Boeing 777-200ER 11 0 11 11 0 11 - 

Boeing 777-300 4 0 4 4 0 4 - 

Boeing 777-300ER 13 0 13 13 0 13 - 

大型機 小計 40 0 40 43 1 44 +4 

中

型

機

 

Boeing 787-8 25 0 25 29 0 29 +4 

Boeing 787-9 14 3 17 17 3 20 +3 

Boeing 767-300 6 0 6 5 0 5 ▲1 

Boeing 767-300ER 29 0 29 29 0 29 - 

中型機 小計 74 3 77 80 3 83 +6 

小

型

機

 

Boeing 737-400 3 0 3 0 0 0 ▲3 

Boeing 737-800 42 20 62 43 19 62 - 

小型機 小計 45 20 65 43 19 62 ▲3 

リ

ー
ジ

ョ

ナ

ル

機

 

Embraer 170 18 0 18 18 0 18 - 

Embraer 190 14 0 14 14 0 14 - 

Bombardier D8-400 1 0 1 0 0 0 ▲1 

Bombardier D8-400CC 5 0 5 5 0 5 - 

SAAB340B 8 0 8 5 0 5 ▲3 

ATR42-600 5 1 6 7 1 8 +2 

ATR72-600 1 0 1 2 0 2 +1 

リージョナル機 小計 52 1 53 51 1 52 ▲1 

合計 211 24 235 217 24 241 +6 

《参考》航空機一覧 

15 



©Japan Airlines, ALL rights reserved. ©Japan Airlines, ALL rights reserved. 

当資料に関するお問い合わせ先 
 

日本航空株式会社 
 

財務・経理本部 財務部 
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